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笑顔あふれる保育園が開園
あい保育園百合ヶ丘入園式
　４月２日に開園した、あい保育園百合ヶ丘。園児たちは、新し
い園内で落ち着かない様子でしたが元気に楽しく過ごしていまし
た。先生の話も笑顔で聞いて、しっかりと返事をしていました。
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空
き
家
等
活
用
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

　
　

空
き
家
等
を
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ロ
ン
に

　　

  

空
き
家
等
活
用
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

空
き
家
等
活
用
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

　

市
で
は
、「
空
き
家
等
活
用

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
自
治
会
・
町

内
会
や
団
体
等
が
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ロ
ン
と
し
て

近
所
の
空
き
家
等
（
共
同
住
宅

を
除
く
）
を
活
用
す
る
場
合
、

こ
の
空
き
家
等
を
市
が
借
り
上

げ
る
も
の
で
す
。

　

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
団
体

①
自
治
会
・
町
内
会
の
区
域
を

主
た
る
活
動
地
域
と
す
る
団

体
等

②
会
員
が
５
人
以
上
い
る
こ
と

③
団
体
の
活
動
が
営
利
を
目
的

と
し
て
い
な
い
こ
と

④
宗
教
活
動
、
政
治
活
動
ま
た

は
選
挙
活
動
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
な
い
こ
と

⑤
法
人
格
を
有
し
な
い
こ
と

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
認
可
地
縁

団
体
を
除
く
）

⑥
事
業
を
運
営
す
る
た
め
の
経

費
を
負
担
で
き
る
こ
と

※
「
空
き
家
等
」
と
は
、
市
内

に
あ
る
全
部
ま
た
は
一
部
が

利
用
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
、

店
舗
、
そ
の
他
の
建
物
（
共

同
住
宅
を
除
く
）

▼
サ
ロ
ン
の
必
要
要
件

①
対
象
地
域
の
自
治
公
民
館
の

整
備
状
況
等
か
ら
み
て
必
要

性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

②
原
則
と
し
て
対
象
地
域
に
居

住
す
る
方
が
利
用
す
る
こ
と

③
高
齢
者
、
子
ど
も
等
特
定
の

方
を
対
象
と
し
た
も
の
で
な

い
こ
と

④
公
益
を
害
す
る
恐
れ
が
な

く
、
公
序
良
俗
に
反
し
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と

⑤
現
に
、
空
き
家
が
対
象
地
域

に
あ
り
、
借
り
上
げ
る
こ
と

が
見
込
め
る
こ
と

※
都
市
計
画
法
・
建
築
基
準
法

に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ

ロ
ン
と
し
て
利
用
で
き
な
い

物
件
が
あ
り
ま
す

▼
空
き
家
等
の
借
上
内
容

①
家
賃
（
実
額
と
す
る
。
た
だ

し
、
月
額
10
万
円
を
限
度
）

②
敷
金
、
礼
金
、
不
動
産
仲
介

手
数
料
（
そ
れ
ぞ
れ
市
長
が

認
め
た
額
）

③
空
き
家
等
の
借
り
上
げ
に
あ

た
り
特
に
必
要
と
市
長
が
認

め
た
経
費

▼
申
請
の
制
限

①
１
団
体
に
つ
き
１
か
所
に
限

る
②
認
定
の
期
間
は
最
長
２
年
と

す
る
（
更
新
可
能
）

▼
申
請
方
法

　

申
請
書
（
問
合
先
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
）

に
必
要
書
類
を
添
付
し
、
申

請
先
窓
口
へ
提
出

▼
募
集
団
体　

　

２
団
体

▼
受
付
期
間

　

６
月
8
日
㈮
ま
で

※
応
募
が
２
団
体
に
満
た
な
い

場
合
は
、
６
月
11
日
㈪
以
降

先
着
順
で
２
団
体
ま
で
受
付

▼
申
請
・
問
合
先

　

市
役
所
市
民
協
働
推
進
課　

　

協
働
推
進
Ｇ

　

内
線
１
３
２

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
６
月
１
日
の
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
を
中
心
に
、
全

国
一
斉
特
設
人
権
相
談
を
実
施

し
、
全
国
的
に
人
権
擁
護
委
員

の
周
知
を
図
り
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題

等
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
開
催
日

　

６
月
１
日
㈮

▼
開
催
時
間

　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
受
付
場
所

　

市
役
所
大
会
議
室
前

※
受
付
後
、
市
役
所
内
相
談
場

所
へ
案
内

▼
内
容

・
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

・・
金
銭
貸
借
・
借
地
・
借
家
・

境
界
・
農
地
・
登
記
問
題

・・
相
続
・
親
族
・
扶
養
・
結

婚
・
戸
籍
問
題

・・
児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
問
題

▼
主
催

　

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

◎
市
の
人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の

人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
常

に
注
意
を
払
い
、
も
し
、
人
権

が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の

相
談
を
受
け
、
被
害
救
済
の
た

め
の
適
切
な
処
理
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
街
頭
啓
発
や
講
演

会
な
ど
を
通
じ
、
人
権
の
大
切

さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た

め
の
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
、
市
長
か
ら
推
薦
さ

れ
て
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次

の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

・・
中な

か
じ
ま島

春は
る
の野

氏
（
本
町
７
３
２

-

７
） 

☎
48
・
０
５
８
１

・・
鈴す

ず
き木

康や
す
お男

氏
（
立
沢
55
）

 

☎
48
・
３
５
０
３

・・
古ふ

る
さ
わ澤

敏さ
と
し

氏
（
松
前
台
１-

25-

１
） 

☎
46
・
９
１
３
９

・・
池い

け
だ田

昇の
ぼ
る

氏
（
本
町
４
５
３
３

　

-

４
） 

☎
48
・
７
２
２
９

※
次
の
２
人
は
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
４
月
１
日
か
ら
就
任

・・
雪せ

っ
そ
う草

洋よ
う
こ
う幸

氏
（
板
戸
井
１
９

　

１
０
） 

☎
48
・
０
１
９
５

・・
倉く

ら
も
ち持

み
ち
代よ

氏
（
高
野
１
７

　

３
０
） 

☎
48
・
０
１
８
８

●
問
合
先　

市
役
所
市
民
協
働
推
進
課　
　

人
権
推
進
室　

内
線
１
３
６　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

全
国
一
斉
特
設
相
談

全
国
一
斉
特
設
相
談
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も
り
や
ア
ヤ
メ
祭
り
は
、
四
季
の
里
公

園
を
会
場
に
園
内
の
ア
ヤ
メ
や
花は

な
し
ょ
う
ぶ

菖
蒲
を

観
賞
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
始
ま
り
ま
し

た
。
毎
年
、
た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
し
、

静
か
な
環
境
で
ゆ
っ
く
り
と
ア
ヤ
メ
な
ど

を
観
賞
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
に
は
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
行
わ

れ
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

◎
出
店
者
募
集
！

　

あ
な
た
も
祭
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

▼
募
集
期
間　

５
月
10
日
㈭
〜
25
日
㈮

▼
募
集
内
容　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

▼
募
集
区
画　

10
区
画
程
度

※
先
着
順
（
市
内
在
住
の
方
優
先
）

▼
参
加
資
格

テ
ン
ト
の
設
置
を
行
わ
な
い
た
め
、
自

己
責
任
に
お
い
て
参
加
で
き
る
方

▼
実
施
日
時　

６
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
窓
口
で
直
接
申
し
込
む

※
応
募
者
が
な
い
場
合
は
中
止

▼
問
合
先　

市
役
所
経
済
課　

　

商
工
・
観
光
Ｇ　

内
線
２
６
２

◎
駐
車
場
利
用
証

　

県
内
の
公
共
施
設
や
商
業
施
設
な
ど

の
身
体
障
が
い
者
等
用
駐
車
場
（
車
い
す

マ
ー
ク
の
あ
る
駐
車
場
）
を
適
正
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
23
年
10
月
か

ら
障
が
い
者
な
ど
で
歩
行
困
難
な
方
に「
い

ば
ら
き
身
障
者
等
用
駐
車
場
利
用
証
」
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
・
申
請
方
法

等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
を
も
っ
て
駐
車
し
ま

し
ょ
う

　

身
体
障
が
い
者
等
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

に
設
け
ら
れ
て
い
る
斜
線
部
分
は
、
車
い

す
を
利
用
す
る
方
が
車
両
を
乗
降
す
る
た

め
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
利
用
す
る
場
合
に

は
、
身
体
障
が
い
者
等
が
円
滑
に
乗
降
で

き
る
よ
う
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
を
も
っ
て
駐

車
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

市
役
所
社
会
福
祉
課　

内
線

　

１
６
４
、
１
６
５
／
県
厚
生
総
務
課

　

地
域
保
健
・
医
療
大
学
Ｇ　

☎
０
２
９

　

・
３
０
１
・
３
１
２
９

◎
森
林
法
改
正

　

森
林
法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か

ら
次
の
よ
う
な
点
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

・・
届
出
義
務
違
反
者
へ
の
罰
金
を
30
万
円

か
ら
１
０
０
万
円
に
引
き
上
げ

・・
無
届
で
伐
採
し
た
方
に
対
し
て
市
町
村

長
が
造
林
を
す
べ
き
旨
の
命
令
を
す
る

こ
と
が
可
能

・・
届
出
様
式
の
変
更
（
伐
採
後
の
造
林
計

画
の
記
入
事
項
が
増
加
／
合
法
木
材
の

証
明
等
が
必
要
な
と
き
は
備
考
欄
に
そ

の
旨
を
記
載
）

◎
届
出
書
の
提
出

▽
ど
ん
な
場
合
に
届
出
が
必
要
？

　

森
林
法
第
10
条
の
８
に
規
定
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
県
の
定
め
る
地
域
森
林
計
画

に
含
ま
れ
る
森
林
を
対
象
と
し
た
次
の
場

合
に
届
出
が
必
要
で
す
。
対
象
森
林
か
ど

う
か
は
、
経
済
課
で
確
認
で
き
ま
す
。

・・
木
を
伐
採
す
る
場
合
（
間
伐
を
含
む
）

・
１
ha
以
下
の
林
地
開
発（
竹
林
は
除
く
）

※
伐
採
面
積
が
１
ha
を
超
え
る
場
合
は
林

地
開
発
行
為
に
当
た
る
た
め
、
県
に
申

請
し
許
可
を
受
け
る
必
要
あ
り

▽
届
出
書
を
提
出
す
る
の
は
誰
？

・・
森
林
所
有
者
（
自
分
で
伐
採
す
る
場
合

ま
た
は
伐
採
を
依
頼
す
る
場
合
）

・・
森
林
所
有
者
と
立
木
買
受
者
（
伐
採
業

者
等
が
森
林
所
有
者
か
ら
森
林
の
立
木

を
買
い
受
け
て
伐
採
す
る
場
合
）

※
伐
採
者
と
森
林
所
有
者
が
異
な
る
場
合

は
、
事
前
に
造
林
の
計
画
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
連
名
で
提
出

・・
立
木
買
受
者
（
立
木
を
買
い
受
け
た
方

が
間
伐
を
行
う
場
合
）

▽
届
出
の
時
期
は
い
つ
？

　

伐
採
を
始
め
る
90
〜
30
日
前
ま
で
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
届
出
書
の
提
出
先
は
？

　

提
出
先
は
、
伐
採
す
る
森
林
が
所
在
す

る
市
町
村
長
宛
て
な
の
で
、
経
済
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
届
出
書
」

は
、
な
ぜ
必
要
？

　

森
林
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
制
度
で
あ

り
、
市
の
森
林
整
備
計
画
に
適
合
し
て
適

切
に
行
わ
れ
、
健
全
で
豊
か
な
森
林
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

▽
届
出
書
を
提
出
し
な
い
場
合
は
、
ど
う

な
る
の
？

　

無
届
伐
採
等
の
違
反
行
為
が
あ
っ
た
場

合
、
行
政
指
導
、
命
令
処
分
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
届
出
の
申
請
用
紙
は
、
経
済
課
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
経
済
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
届
出
・
問
合
先　

市
役
所
経
済
課　
　
　
　
　
　

農
業
振
興
Ｇ　

内
線
２
６
４　

身
障
者
等
用
駐
車
場
利
用
証

〜
利
用
時
の
お
願
い
〜

守
谷
市
市
制
施
行

守
谷
市
市
制
施
行
1010
周
年
記
念

周
年
記
念

第第
2020
回回

も
り
や
ア
ヤ
メ
祭
り

も
り
や
ア
ヤ
メ
祭
り

　
　

６
月
４
日
㈪
〜

　
　

６
月
４
日
㈪
〜
1818
日
㈪
日
㈪

　
　

四
季
の
里
公
園

　
　

四
季
の
里
公
園

▲
斜
線
部
分
は

車
い
す
乗
降
の
ス
ペ
ー
ス

▼

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き
に
は
届
出
書
の
提
出
を
！

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き
に
は
届
出
書
の
提
出
を
！
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発
電
設
備
点
検
に
伴
う

発
電
設
備
点
検
に
伴
う

水
道
水
圧
力
の
一
時
低
下

水
道
水
圧
力
の
一
時
低
下

お
知
ら
せ

　

守
谷
浄
水
場
で
は
、
災
害
時

等
の
停
電
に
備
え
非
常
用
発
電

設
備
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
点

検
時
の
電
源
切
替
に
要
す
る
数

秒
間
、
水
道
水
の
圧
力
が
一
時

的
に
低
下
し
、
蛇
口
か
ら
水
道

水
の
出
が
悪
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
故
障
に
よ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、点
検
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
点
検
日
時　

５
月
25
日
㈮
午

前
９
時
〜
正
午

▼
問
合
先　

上
下
水
道
事
務
所

事
業
Ｇ　

☎
48
・
１
８
４
２

お知らせ

が
ん
検
診

が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
配
布

無
料
ク
ー
ポ
ン
配
布

　

が
ん
検
診
受
診
率
50
％
を
目

指
し
て
、
特
定
の
年
齢
対
象
者

に
平
成
21
年
度
か
ら
「
子
宮
が

ん
及
び
乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
、

特
定
の
年
齢
対
象
者
に
「
大
腸

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
」
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
対
象
者
に
は
、
５

月
中
旬
に「
検
診
手
帳
」と「
無

料
ク
ー
ポ
ン
」
を
送
付
し
ま

す
（
検
診
医
療
機
関
一
覧
を
同

封
）。
無
料
で
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

下
表
の
と
お
り

▼
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
48
・
６
０
０
０

検
診 対象者の生年月日

子
宮
頸け
い

が
ん

平成 ３(1991)年4月2日～平成 ４(1992)年4月1日
昭和61(1986)年4月2日～昭和62(1987)年4月1日
昭和56(1981)年4月2日～昭和57(1982)年4月1日
昭和51(1976)年4月2日～昭和52(1977)年4月1日
昭和46(1971)年4月2日～昭和47(1972)年4月1日

乳
が
ん

昭和46(1971)年4月2日～昭和47(1972)年4月1日
昭和41(1966)年4月2日～昭和42(1967)年4月1日
昭和36(1961)年4月2日～昭和37(1962)年4月1日
昭和31(1956)年4月2日～昭和32(1957)年4月1日
昭和26(1951)年4月2日～昭和27(1953)年4月1日

大
腸
が
ん

昭和46(1971)年4月2日～昭和47(1972)年4月1日
昭和41(1966)年4月2日～昭和42(1967)年4月1日
昭和36(1961)年4月2日～昭和37(1962)年4月1日
昭和31(1956)年4月2日～昭和32(1957)年4月1日
昭和26(1951)年4月2日～昭和27(1953)年4月1日

　５月 21 日㈪の朝、関東地方
でも太陽の中央部分が月に隠さ
れて太陽がリング状に見える
「金環日食」が観測できます。
　太陽の光は非常に強く、じかに見つめてしまっ
たり、誤った方法で観察すると、目の障害につな
がる危険性があるため、注意が必要です。
　安全な観察方法は、ピンホール効果の原理で投
影された太陽の形を見る方法で、太陽に目を向け
ることなく観察することができます。直接太陽を
見上げる観察を行う場合は、日食観察グラスを適
切な指導の下、正しく使用しましょう。
　太陽がリング状に見える最も注目の時間帯は午
前７時 30 分ごろで、朝の通学時間と重なります。
通学途中の観測は、交通事故にあう可能性も高く
なるため、通学途中での観察は避けるよう、お子
さんに注意してください。

金環日食観測は金環日食観測は
適切な方法で！適切な方法で！
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お知らせ

す
。
ま
ず
は
税
務
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
車
両　

①
障
が
い
者
の

通
院
・
通
学
・
通
勤
等
の
た
め

に
使
用
す
る
車
両
（
普
通
自
動

車
も
含
め
て
障
が
い
者
１
人
に

つ
き
１
台
の
み
）
②
公
益
の
た

め
に
直
接
専
用
す
る
車
両
③
車

体
の
構
造
上
、
障
が
い
者
の
利

用
に
専
ら
供
さ
れ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
車
両
▽
必
要
書
類

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
（
納

め
る
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
）、
自
動
車
検
査
証
（
車
検
の

あ
る
車
両
）、
運
転
免
許
証
、
認

め
印
※
①
の
場
合
、
身
体
障
が

い
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
／
②

の
場
合
、
当
該
法
人
の
登
記
簿

謄
本
、
定
款
の
写
し
、
設
立
認

可
書
の
写
し
、
当
該
自
動
車
の

運
行
実
績
を
証
す
る
書
類
（
今

後
の
運
行
予
定
表
）
の
写
し
／

③
の
場
合
、
契
約
書
・
仕
様
書

等
、
構
造
変
更
の
分
か
る
書
類

▽
申
請
方
法　

申
請
書
（
税
務

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
取
得
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
５
月

24
日
㈭
ま
で
に
窓
口
で
申
請
す

る
（
減
免
更
新
手
続
済
の
方
は

申
請
不
要
）
※
土
・
日
曜
日
は

受
付
不
可

知
書
（
写
し
）、
固
定
資
産
税

減
額
申
請
書
（
税
務
課
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
）

▼
申
請
方
法　

必
要
書
類
を
窓

口
に
提
出
す
る

●
申
請
の
有
無
が
不
明
の
場
合

は
、「
平
成
24
年
度
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
納
税
通
知
書
」

の
課
税
明
細
書
の
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
済
み

の
場
合
、
備
考
欄
に
「
長
期
新

築
軽
減
適
用
」
と
記
載
）。

▼
申
請
・
問
合
先　

市
役
所
税

務
課　

資
産
税
Ｇ　

内
線
２
０

２
、２
０
３

▼
問
合
先　

市
役
所
税
務
課

市
民
税
Ｇ　

内
線
２
０
５
〜

２
０
７
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
の
問
合
先
は
、
市
役
所
納

税
課　

内
線
２
３
２
〜
２
３
４
）

　

４
月
１
日
か
ら
開
始
し
た
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成
の
協
力
医
療
機
関
を
追
加

し
ま
し
た
。
接
種
を
希
望
す
る

方
は
医
療
機
関
に
予
約
後
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
接
種
券
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

・・
会
田
記
念
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　

シ
ョ
ン
病
院
（
同
地
３
６
０
）

　

☎
48
・
６
１
１
１

※
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
の
詳
細
は
、
広
報

も
り
や
４
月
10
日
号
参
照

▼
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
48
・
６
０
０
０

高
齢
者
肺
炎
球
菌

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

医
療
機
関
追
加

医
療
機
関
追
加

軽
自
動
車
税（
納
税・減
免
）

軽
自
動
車
税（
納
税・減
免
）

◎
納
税
は
５
月
31
日
ま
で
に
！

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
（
納
税
義
務
者
）

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知

書
が
届
い
た
ら
、
５
月
31
日
㈭

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
も

で
き
ま
す
。

◎
軽
自
動
車
税
の
減
免

　

障
が
い
等
級
な
ど
の
条
件
に

よ
っ
て
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

▼
対
象　

平
成
21
年
６
月
以
降

に
県
の
認
定
を
受
け
新
築
さ
れ

た
長
期
優
良
住
宅
▼
軽
減
期
間

新
築
後
５
年
（
居
住
部
分
の

１
２
０
㎡
ま
で
の
固
定
資
産
税

を
２
分
の
１
に
減
額
）
▼
必
要

書
類　

長
期
優
良
住
宅
認
定
通

認
定
長
期
優
良
住
宅
の

認
定
長
期
優
良
住
宅
の

固
定
資
産
税
の
減
額

固
定
資
産
税
の
減
額

ご協力ありがとうございました

▶問合先　市役所生活環境課　内線 147
団体等名称（1月中旬～ 3月中旬） 回収量
御所ケ丘小学校 36.0kg
黒内小学校 32.3kg
松ケ丘小学校 24.7kg
松前台小学校 128.5kg
土塔中央保育所 2.9kg
北園保育所 2.0kg
まつやま保育園 10.1kg
ガールスカウト 39団 3.5kg
守谷食堂 71.7kg
守谷エコキャップクラブ 4.2kg
㈱八潮化学 4.6kg
尾形誠仁さん 2.5kg
林嵩宏さん 9.3kg
公共施設等回収ボックス 225.6kg

557.9㎏のペットボトルキャップ回収557.9㎏のペットボトルキャップ回収
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医
薬
品
の
小
分
け
行
為
は
、

薬
事
法
違
反
に
な
り
ま
す
。
先

日
、
埼
玉
県
の
あ
る
自
治
会
が

第
二
類
医
薬
品
で
あ
る
殺
虫
剤

を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
小
分
け
に

し
、
こ
れ
を
誤
飲
し
た
女
性
２

人
が
意
識
不
明
と
な
る
重
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
被
害
を
防
止
す
る
た
め

に
も
、
殺
虫
剤
の
小
分
け
配
布

は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

竜
ヶ
崎
保
健
所　

薬
事
担
当　

☎
０
２
９
７
・
62
・
２
１
６
３

お知らせ

殺
虫
剤
の
小
分
け
配
布
は

殺
虫
剤
の
小
分
け
配
布
は

絶
対
に
し
な
い

絶
対
に
し
な
い
!!!!

※ (　) は前月比
※平成 24年３月 25日現在人口 62,866人
※排出量とは常総環境センターへ搬入されたごみ量を示す

種類 排出量・回収量 昨年同月 １人１日
当たり

ご
み

可燃 1020.43 ｔ
（＋127.17ｔ） 934.04 ｔ 524 ｇ

（＋ 34ｇ）

不燃 253.42 ｔ
（＋ 30.13 ｔ） 297.02 ｔ 130 ｇ

（＋ 8ｇ）

粗大 232.44 ｔ
（＋106.80ｔ） 56.89 ｔ 119 ｇ

（＋ 50ｇ）

資
源
物

新聞 12.68 ｔ
（＋ 5.46 ｔ） 9.33 ｔ 7ｇ

（＋ 3ｇ）

雑誌 69.12 ｔ
（＋ 27.44 ｔ） 64.59 ｔ 35 ｇ

（＋ 12ｇ）
ダン
ボール

38.58 ｔ
（＋ 8.93 ｔ） 29.33 ｔ 20 ｇ

（＋４ｇ）
古着・ 
布類

18.55 ｔ
（＋ 8.47 ｔ） 12.10 ｔ 10 ｇ

（＋ 4ｇ）

缶 14.25 ｔ
（＋ 4.26 ｔ） 12.46 ｔ 7ｇ

（＋２ｇ）

ビン 33.04 ｔ
（＋ 1.95 ｔ） 30.11 ｔ 17 ｇ

（± 0 ｇ）
◇可燃・不燃・粗大ごみのいずれも先月と比較
すると増加しています。特に粗大ごみは昨年
同月との比較で４倍超も増加しました。皆さ
んには、引き続き、分別の徹底とリサイクル
へのご協力をお願いします。

市のごみ排出量・資源物回収量 ３月

　スマートには、ほっそりとした体つきといった
意味のほかに「賢い」「気のきいた」などの意味
もあります。健やかな生活を送るために、健康は
大事な要素です。自分のライフスタイルに、一味
加えませんか。参加費は無料です。

▼日程　下表のとおり　 ▼定員　先着 30人

▼対象　市内在住の 40～ 74 歳

▼ 申込方法　５月 21 日㈪～６月 15 日㈮に直接
または電話で申し込む（土・日曜日を除く）
開催日 内　　容

① ６月
21日㈭

健診の上手な利用の仕方
「健診データで何がわかるのか」

② ６月
28日㈭

賢くおいしく食事を取ろう⑴
「主食・主菜・副菜って？」
「手ばかり栄養法とは」

③ ７月
５日㈭

賢くおいしく食事を取ろう⑵
・・減塩方法の効果的な実践法
・血糖値上昇を和らげる食べ方って…
・・賢くアルコールを飲む方法

④ ７月
12日㈭

あなたのこころ疲れていませんか？
・・ストレスって本当は何なの？
・・今自分ができることは何か

⑤ ７月
19日㈭

活動的な体と疲れがたまらない体
を作ろう　・・室内でできる簡単運動
・自分でできるリンパマッサージ法

※時間は10:00 ～ 11:30（⑤のみ13:30 ～ 15:00）

スマートライフ講座
●会場・申込・問合先　保健センター　☎ 48-6000

市内放射線量走行測定結果を公表市内放射線量走行測定結果を公表

　２月下旬から実施した「GPS 連動型放射線
自動計測システム（KURAMA）」による市内
走行測定の結果を市役所・公民館等で公表し
ています。

▼公表場所等　市役所、各公民館、中央図書館、
　保健センター、文化会館、市ホームページ
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開催・募集

平
成
平
成
2424
年
度
母
子
家
庭
等
自
立

年
度
母
子
家
庭
等
自
立

促
進
講
習
会　

医
療
事
務
講
座

促
進
講
習
会　

医
療
事
務
講
座

▼
期
間　

６
月
10
日
㈰
〜
11
月

18
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
日
22
日
間
）
※
全

１
１
０
時
間
▼
内
容　

講
義

▼
対
象　

母
子
家
庭
等
に
な
っ

て
お
お
む
ね
７
年
以
内
の
方
で
、

全
日
程
出
席
で
き
る
方
※
託
児

あ
り
（
所
得
に
応
じ
個
人
負
担

あ
り
／
２
歳
児
未
満
は
対
象
外

／
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援

事
業
活
用
）
▼
定
員　

23
人

▼
受
講
料　

６
０
０
０
円
（
教

材
費
等
）、そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
行
事
用
保
険
料
※
所
得
が

３
０
１
万
円
以
下
の
方
に
は
講

習
後
に
交
通
費
の
一
部
を
支
給

▼
申
込
方
法　

申
込
書
（
児
童

福
祉
課
に
用
意
）
に
必
要
書
類

を
添
付
し
、
５
月
25
日
㈮
ま
で
に

郵
送
で
申
し
込
む
※
消
印
有
効

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先　

県

立
母
子
の
家　

母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー　

〒
３
１
０-

０
０
６
５

水
戸
市
八
幡
町
11-

52

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
８
４
９
７

①
書
の
総
合
講
座

▽
内
容　

日
常
に
役
立
つ
毛
筆

の
基
本
を
学
ぶ
▽
日
時　

６
〜

12
月
の
原
則
第
１
・
第
３
金
曜

日
（
全
12
回
）
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
※
開
講
式
は
６
月
１
日

㈮
▽
定
員　

16
人
※
超
過
の
場

合
抽
選
▽
講
師　

貝か
い
づ
か塚

玉ぎ
ょ
く
け
い桂

氏

▽
受
講
料　

無
料
※
用
具
は
開

講
式
に
説
明
（
自
己
負
担
購
入
）

▽
申
込
締
切
日　

５
月
23
日
㈬

②
将
来
の
健
康
に
役
立
つ
講
座

▽
内
容　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ス

ト
レ
ッ
チ
ン
グ
運
動
を
行
い
、

心
と
身
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
、
健
康
増
進
を
図
る
（
転
倒

を
防
ぐ
筋
ト
レ
運
動
／
身
体
の

柔
軟
性
を
養
う
ヨ
ガ
、
ス
ト

レ
ッ
チ
ン
グ
運
動
／
バ
ラ
ン
ス

を
養
う
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
運
動
）

▽
日
時　

６
〜
11
月
の
原
則
第

２
・
第
４
金
曜
日
（
全
10
回
）

午
前
10
時
〜
正
午
※
開
講
式
は

６
月
８
日
㈮
▽
定
員　

30
人

※
超
過
の
場
合
抽
選
▽
講
師

伊い

藤と
う

寿ひ
さ
こ子

氏
▽
受
講
料　

無
料

※
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
保
険
、
テ
キ

ス
ト
代
３
０
０
円
程
度
（
自
己

文
化
会
館
各
種
講
座

文
化
会
館
各
種
講
座

　

子
宮
頸け

い

部
が
ん
は
、
検
診
の

普
及
に
伴
い
早
期
発
見
さ
れ
る

子
宮
が
ん
集
団
検
診

子
宮
が
ん
集
団
検
診

「
取
手
市
医
師
会

「
取
手
市
医
師
会

在
宅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

在
宅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

完
成
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

完
成
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▼
日
時　

５
月
26
日
㈯
午
後
２

時
〜
４
時
30
分
▼
場
所　

市
保

健
セ
ン
タ
ー
▼
内
容　
「
取
手

市
医
師
会
在
宅
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
つ
い
て
（
石い

し
い井

啓け
い
い
ち一

氏
）

／
「
家
で
看み

と取
る
〜
地
域
で
支

え
る
命
の
輝
き
」（
座
長　

取

手
市
医
師
会
在
宅
委
員
谷や

ば
た畑

英え
い
い
ち一

氏
、
取
手
市
医
師
会
理
事

石
井
啓
一
氏
、
助
言
者　

取
手

市
医
師
会
会
長
真ま

か
べ壁

文ふ
み
と
し敏

氏
）

▼
定
員　

先
着
２
０
０
人
▼
申

込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申
し

込
む

▼
問
合
先　

取
手
市
医
師
会
事

務
局

☎
０
２
９
７
・
70
・
７
２
７
７

▼
職
務
内
容　

家
庭
児
童
相
談

室
の
家
庭
相
談
員
と
し
て
、
18

歳
未
満
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
な
ど
に
応
じ

る
▼
報
酬　

月
額
10
万
５
０
０

０
円
※
通
勤
手
当
あ
り
▼
勤
務

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
週
３
日

勤
務
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
※
曜
日
は
要
相
談

▼
応
募
資
格　

学
校
教
育
法
に

基
づ
く
大
学
に
お
い
て
、
児
童

福
祉
・
社
会
福
祉
・
児
童
学
・

社
会
学
を
専
攻
す
る
学
科
（
こ

れ
に
相
当
す
る
課
程
）
を
修
め

て
卒
業
し
た
方
／
前
各
要
件
に

準
じ
る
方
で
あ
り
、
家
庭
相
談

員
と
し
て
必
要
な
学
識
経
験
を

有
す
る
方
▼
募
集
人
員　

１
人

▼
選
考
方
法　

応
募
者
を
対
象

に
面
接
を
実
施
※
日
時
等
の
詳

細
は
後
日
連
絡
▼
応
募
方
法　

児
童
福
祉
課
に
履
歴
書
、
資
格

証
（
ま
た
は
卒
業
証
明
書
の
写

し
）
を
提
出
し
て
応
募
す
る

▼
問
合
先　
市
役
所
児
童
福
祉
課

児
童
相
談
Ｇ　

内
線
１
５
７

負
担
）
▽
申
込
締
切
日　

５
月

25
日
㈮

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方
▼
申
込
方
法　

往
復
は
が
き

に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
各

締
切
日
必
着
で
郵
送
、
ま
た
は

窓
口
へ
返
信
用
は
が
き
を
持
参

し
て
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

文
化
会
館

〒
３
０
２-

０
１
０
４

守
谷
市
久
保
ケ
丘
１-

19-

２

☎
48
・
７
９
１
１

こ
と
が
多
く
な
り
、
死
亡
率
が

低
下
し
て
い
ま
す
。
年
に
一
度

は
必
ず
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

（
個
人
通
知
で
の
お
知
ら
せ
は

し
ま
せ
ん
）。

▼
検
診
日
・
会
場

・・
６
月
29
日
㈮
保
健
セ
ン
タ
ー

・・
７
月
２
日
㈪
保
健
セ
ン
タ
ー

・・
７
月
３
日
㈫
郷
州
公
民
館

・・
７
月
４
日
㈬
文
化
会
館

・・
７
月
５
日
㈭
東
板
戸
井
集
会
所

・・
７
月
６
日
㈮
高
野
公
民
館

・・
７
月
９
日
㈪
文
化
会
館

・・
７
月
10
日
㈫
保
健
セ
ン
タ
ー

・・
７
月
11
日
㈬
保
健
セ
ン
タ
ー

※
検
診
当
日
の
受
付
時
間
は
、

午
後
１
時
〜
１
時
45
分
▼
対
象

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
（
平
成

５
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
）

の
女
性
※
次
の
方
を
除
く　

勤

務
先
で
検
診
を
受
け
る
方
／
妊

娠
中
ま
た
は
疑
い
の
あ
る
方
／

子
宮
が
ん
医
療
機
関
検
診
を
利

用
予
定
の
方
▼
内
容　

子
宮
頸

部
細
胞
診
▼
料
金　

８
０
０
円

（
検
診
日
当
日
に
徴
収
）
※
75

歳
以
上
の
方
は
無
料
（
昭
和

13
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
）

▼
申
込
方
法　

５
月
21
日
㈪
〜

６
月
１
日
㈮
の
期
間
内
に
電

話
、
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
直
接
申
し
込
む
※
土
・
日

曜
日
を
除
く

▼
申
込
・
問
合
先　

保
健
セ
ン

タ
ー　

☎
48
・
６
０
０
０

開　
　

催

家
庭
相
談
員

家
庭
相
談
員

募　
　

集



8広報もりや 2012.5.10

民
が
過
ご
し
た
時
間
や
守
谷
の

風
景
が
作
品
と
な
り
、
海
外
で

認
め
ら
れ
た
こ
と
は
と
て
も
嬉

し
い
こ
と
で
す
ね
。

◎
「
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
」
利
用

者
を
募
集
中
！

　

展
示
空
間
の
あ
る
「
ロ
ッ

カ
ー
ル
ー
ム
」
で
、
趣
味
や
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
の
活
動
を
発
表
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

持
ち
込
み
企
画
を
通
年
で
募

集
し
て
い
ま
す
！　

昨
年
度
は

絵
画
サ
ー
ク
ル
や
中
学
校
美
術

部
、
地
元
美
術
作
家
に
よ
る
企

画
を
行
い
、
大
好
評
で
し
た
。

詳
し
く
は
、
記
録
集
『
こ
こ
か

ら
、
ど
こ
で
も
。』
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
希
望
者
に
は
配

布
も
し
て
い
ま
す
。

◎
レ
ジ
デ
ン
ス
審
査
中

　

現
在
、
海
外
か
ら
若
手
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
招
へ
い
し
、
市
で

の
滞
在
制
作
を
支
援
す
る
ア
ー

カ
ス
の
看
板
事
業
「
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
審
査
中
で
す
。

過
去
に
も
多
く
の
応
募
が
あ

り
、
世
界
的
に
人
気
が
あ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

応
募
者
は
、作
品
画
像
、作
文
、

履
歴
書
、
動
画
作
品
等
を
Ｄ
Ｖ

Ｄ
で
提
出
し
ま
す
。
審
査
の
過

程
で
は
、
応
募
者
の
美
術
活
動

の
取
り
組
み
方
、
滞
在
制
作
に

期
待
す
る
も
の
、
そ
し
て
彼
ら

の
将
来
性
を
考
慮
し
な
が
ら「
も

し
彼
／
彼
女
が
守
谷
に
滞
在
し

た
ら
」
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
地
域
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
は
「
登
竜

門
」
と
な
り
、
市
民
に
と
っ
て

は「
交
流・参
加
」「
好
奇
心
の
鏡
」

と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

ア
ー
ト
は
、
個
人
的
な
好
奇
心

を
活
動
の
エ
ン
ジ
ン
に
、
あ
ら

ゆ
る
物
・
事
・
人
・
時
間
・
場

を
作
品
制
作
の
着
想
と
す
る
た

め
、
ア
ー
カ
ス
は
こ
の
活
動
を

通
し
て
幅
広
く
横
断
的
で
、
自

由
な
ア
イ
デ
ア
と
の
出
会
い
を

皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

◎
ソ
ン
ミ
ン
・
ア
ン
の
作
品
が

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
美
術
館
で

　

収
蔵
！

　

ソ
ン
ミ
ン
・
ア
ン（
２
０
１
０

年
度
）
に
よ
る
ア
ー
カ
ス
で
制

作
し
た
作
品
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

美
術
館
の
収
蔵
作
品
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
作
品
は
、
旧
大
井

沢
小
学
校
の
卒
業
生
を
集
め
、

一
人
一
人
が
校
歌
を
思
い
出
そ

う
と
し
て
い
る
様
子
（
主
に
鼻

歌
を
歌
い
な
が
ら
）
と
、
ソ
ン

ミ
ン
が
鉄
琴
で
懐
か
し
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
奏
で
な
が
ら
参
加
者

全
員
で
校
歌
を
合
唱
し
て
い
る

風
景
を
映
像
作
品
と
し
た
も
の

で
す
。

　

外
国
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市

●問合先　アーカススタジオ
　☎ 46－2600（10:00 ～ 18:00）

市民がアートに
出会う場所

◎アーカスの活動やイベント（子ども
を対象としたワークショップ等）に
関する最新情報は、ホームページ等
をご覧ください。

・HP（ホームページ）
　http://www.arcus-project.com/
・FACEBOOK（フェイスブック）
　http://www.facebook.com/arcusproject/
・TWITTER（ツイッター） 
　http://www.twitter.com/arcusproject/

アーカスプロジェクト2012いばらき

　

音
も
な
く
忍
び
寄
る
殺
し
屋

〝
サ
イ
レ
ン
ト
・
キ
ラ
ー
〞
と

呼
ば
れ
て
い
る
高
血
圧
。
そ
の

高
血
圧
で
も
、「
仮
面
高
血
圧
」

が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
仮

面
高
血
圧
と
は
、
診
察
室
や
健

診
で
測
る
と
正
常
な
の
に
、
家

庭
で
測
る
と
高
血
圧
に
な
っ
て

し
ま
う
状
態
の
こ
と
で
す
。

　

注
目
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、

脳
心
血
管
疾
患
に
お
い
て
、
仮

面
高
血
圧
の
人
の
方
が
持
続
性

高
血
圧
（
一
般
的
な
高
血
圧
）

の
人
よ
り
早
く
進
行
す
る
か
ら

で
す
。
脳
心
血
管
疾
患
リ
ス
ク

は
正
常
血
圧
の
人
を
１
と
す
る

と
、持
続
性
高
血
圧
の
人
が
２
・

94
倍
、
仮
面
高
血
圧
の
人
は
何

と
３
・
86
倍
に
な
り
ま
す
。

　

脳
心
血
管
疾
患
リ
ス
ク
を
大

幅
に
ア
ッ
プ
さ
せ
る
仮
面
高
血

圧
は
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

早
朝
に
血
圧
が
高
く
な
る
「
早

朝
高
血
圧
」、
睡
眠
中
も
血
圧

が
下
が
ら
な
い
「
夜
間
高
血

圧
」、
ス
ト
レ
ス
に
血
圧
が
敏

感
に
反
応
す
る
「
ス
ト
レ
ス
高

血
圧
」
が
あ
り
ま
す
。

　

脳
心
血
管
疾
患
リ
ス
ク
の
高

い
仮
面
高
血
圧
を
発
見
す
る
た

め
に
は
、
血
圧
を
毎
日
家
庭
で

測
り
、
自
分
は
い
つ
血
圧
が
高

く
な
る
タ
イ
プ
な
の
か
、
自
分

自
身
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

家
庭
用
血
圧
計
に
お
い
て
、

手
首
や
指
で
測
る
タ
イ
プ
は
誤

差
が
出
や
す
い
の
で
、
な
る
べ

く
上
腕
で
測
る
タ
イ
プ
を
使
用

し
ま
す
。
安
定
し
た
血
圧
を
測

る
た
め
、
朝
の
測
定
は
、
起
床

後
１
時
間
以
内
・
朝
食
前
・
服

薬
前
に
、
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
て

い
す
に
１
〜
２
分
座
り
、
落
ち

着
い
て
か
ら
行
い
ま
す
。
夜
の

測
定
は
、
就
寝
直
前
で
す
。
朝

晩
、
少
な
く
と
も
１
回
測
る
こ

と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
１

週
間
の
家
庭
血
圧
の
平
均
値
が

「
最
高
血
圧
１
３
５
㎜
Hg
以
上
、

最
低
血
圧
85
㎜
Hg
以
上
」
の
場

合
は
、
測
定
結
果
を
持
っ
て
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ヘ
ル
シ
ー
保
健
師
だ
よ
り

vol.vol.
5959
vol.vol.
5959

仮　

面　

高　

血　

圧

●
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
48
・
６
０
０
０
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　国民年金には、「老齢基礎年金」や「障害基礎年金」、「遺族基礎年金」以外にも、付加年金・寡婦年金・
死亡一時金という第１号被保険者の独自給付があります。
　第１号被保険者とは、日本国内に住所がある農業・自営業・学生などの方、勤めていても厚生年金
保険や共済組合に加入できない方で、国民年金に加入している方のことです。

●付加年金
　定額保険料に月額 400 円を上乗せして納める
と、将来受け取る「老齢基礎年金」に付加年金が
加算されます。
①加入（納付）できる方
　第１号被保険者と任意加入被保険者
②年金額
付加年金の
年金額（年額）＝ 200円 × 付加保険料

納付月数
・・付加保険料の納付は、申し込んだ月分からにな
ります。納付期限は翌月末日（休日・祝日の場
合は翌営業日）で、期限を過ぎると納付できま
せん。
・・国民年金基金に加入中の方は、付加保険料を納
付できません。
●寡婦年金
①受給要件
第１号被保険者として保険料を納めた期間（免
除期間を含む）が 25 年以上ある夫が年金を受
けずに亡くなった場合、10 年以上継続して婚
姻関係にあり、生計を維持された妻に対して、
60歳から 65歳になるまでの間、支給されます。
②年金額

寡婦年金額 ＝
夫が受けられる
はずだった
老齢基礎年金額

× ４分の３

▼亡くなった夫が「障害基礎年金」の受給権者、
または「老齢基礎年金」を受けていた場合は支
給されません。 ▼妻が繰上げ支給の「老齢基礎
年金」を受けている場合は支給されません。

平
成
24
年
度
の

年
金
額
（
年
額
）

日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

国民年金の独自給付　付加年金・寡婦年金・死亡一時金
　●問合先　・・日本年金機構　土浦年金事務所 ☎ 029-824-7121（資格・納付・免除に関すること）
 ☎ 029-824-7169（請求手続・相続に関すること）
　　　　　　・・市役所国保年金課　年金Ｇ　内線 105・106

●死亡一時金
①受給要件
第１号被保険者として保険料を３年（36月）以
上納めた方が、「老齢基礎年金」・「障害基礎年金」
を受けずに亡くなった場合、その方と生計を同
じにしていた遺族に支給されます。
②遺族の範囲
　死亡一時金を受けることができる遺族は、死亡
した方の配偶者・子・父母・孫・祖父母・兄弟
姉妹であって、死亡した方と生計を同じにして
いた方です。なお、死亡一時金を受ける方の順
位は、配偶者、子、父母、孫、祖父母、兄弟姉
妹の順であり、先順位の人が受けられない場合
は後順位の方に支給されます。
③死亡一時金の額

保険料納付済期間 金額（円）
 36 月以上 180 月未満 120,000
180 月以上 240 月未満 145,000
240 月以上 300 月未満 170,000
300 月以上 360 月未満 220,000
360 月以上 420 月未満 270,000
420 月以上 320,000

▼付加保険料を３年（36 月）以上納付してい
た場合は、8,500 円が加算されます。 ▼「遺族
基礎年金」を受けられる遺族がいる場合は、死
亡一時金は支給されません。 ▼寡婦年金と死亡
一時金の両方を受けられる場合は、選択により
どちらか一方が支給されます。

　平成 24年度の年金額は、0.3％の引き下げとなります。年金の受取額が変わるのは、４
月分が支払われる６月の支払いからです。
◇「老齢基礎年金」（保険料を 40年間納めた場合）　786,500 円
◇「障害基礎年金」　　　・・１級　983,100 円　　・・２級　786,500 円
◇「遺族基礎年金」　　　・・子のある妻が受ける場合（子が１人のとき） 1,015,900 円
　　　　　　　　　　　 ・・妻がなく子が受ける場合  786,500 円
※「子」とは 18 歳に到達した年度末になるまで（１・２級の障がいの状態にある子は
20歳になるまで）
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ド
イ
ツ
は
き
れ
い
だ
と
思
い

ま
す
か
？　

ド
イ
ツ
人
は
皆
ま

じ
め
に
働
き
、
仕
事
の
後
笑
い

な
が
ら
友
達
と
ビ
ー
ル
を
飲
ん

で
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
食
べ
る
人

だ
と
思
い
ま
す
か
？　

確
か
に

こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
が
あ
る
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ド
イ
ツ
に
は
も
う
一
つ
の
顔
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
ベ
ル
リ
ン

の
５
月
１
日
、
つ
ま
り
労
働
者

の
日
の
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

国
際
的
に
は
５
月
１
日
は
多

く
の
国
で
労
働
者
の
祝
日
で
す
。

１
９
３
３
年
か
ら
ド
イ
ツ
で
も

祝
日
で
す
。
労
働
者
の
日
と
い

え
ば
、
多
く
の
国
で
労
働
者
階

級
の
権
利
の
た
め
に
戦
っ
て
、

大
き
な
デ
モ
が
あ
り
ま
す
。
ド

イ
ツ
で
も
第
二
次
世
界
大
戦
前

か
ら
、
現
在
ま
で
デ
モ
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ル
リ
ン
の
ク
ロ
イ
ツ
ベ
ル

ク
区
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
祭

り
と
デ
モ
は
、
１
９
８
７
年
に

ベ
ル
リ
ン
の
あ
る
団
体
が
さ
ま

ざ
ま
な
事
で
怒
っ
て
い
て
、
気

軽
な
雰
囲
気
が
変
わ
り
、
暴
動

に
な
り
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
翌

朝
ま
で
石
や
火
炎
瓶
を
投
げ
た

り
ご
み
箱
と
車
に
火
を
つ
け
て

道
路
閉
鎖
し
、
警
察
が
区
に
入

ら
な
い
よ
う
に
戦
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
年
か
ら
５
月
１
日
の

夜
と
そ
の
前
の
夜
（
魔
女
た
ち

が
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
に
集
合
す
る

と
伝
え
ら
れ
る
）
で
は
、
ベ
ル

リ
ン
は
違
う
町
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
以
前
と
比
べ
る
と
、

最
近
は
暴
動
が
少
し
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
毎
年
そ
の
日
の

前
に
皆
は
「
今
回
は
ど
の
く
ら

い
ひ
ど
く
な
る
の
か
な
」
と
う

わ
さ
話
し
て
い
ま
す
。

　

他
の
ド
イ
ツ
の
州
か
ら
警
察

官
が
ベ
ル
リ
ン
に
入
っ
て
も
、

毎
年
何
人
か
の
被
害
者
が
い
て
、

何
人
か
が
逮
捕
さ
れ
ま
す
。
私

の
姉
は
警
察
官
で
、
一
昨
年
乗

っ
て
い
た
警
察
車
が
囲
ま
れ
て
、

車
を
出
た
と
こ
ろ
で
姉
の
同
僚

は
、
石
で
殴
ら
れ
て
大
け
が
を

し
て
入
院
し
ま
し
た
。
姉
は
そ

の
事
が
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
団
体
間
で
の
い
ざ
こ
ざ
に
よ

り
、
５
月
１
日
は
ベ
ル
リ
ン
で

も
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

数
年
間
に
わ
た
っ
て
ベ
ル
リ

ン
の
政
治
家
と
ベ
ル
リ
ン
の
警

察
幹
部
は
さ
ま
ざ
な
対
応
策
を

考
え
て
、
試
し
ま
し
た
。
去
年

は
被
害
が
比
較
的
少
な
く
て
、

暴
力
の
程
度
も
び
っ
く
り
す
る

ほ
ど
少
な
か
っ
た
の
で
、政
治
・

警
察
が
や
は
り
成
功
の
戦
略
を

見
つ
け
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
今
年
は
ど
う
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？　

今
こ
の
記
事

を
書
い
て
い
る
こ
ろ
は
ま
だ
、

５
月
１
日
の
事
は
、
わ
か
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
暴
力
が
な
く
て
、

平
和
的
な
デ
モ
と
楽
し
い
祭
り

に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

は
か
ど
り
ま
し
た
が
、
母
親
の

私
は
複
雑
な
気
持
ち
で
す
。「
実

家
で
の
ん
び
り
し
た
い
と
い
う

娘
」
と
「
息
子
に
手
伝
わ
せ
て

動
か
な
い
彼
女
（
息
子
の
妻
）」。

「
同
じ
よ
う
に
動
く
息
子
」
と

「
彼
（
娘
の
夫
）」。
女
の
子･

男

の
子
と
い
う
差
別
意
識
を
も
っ

て
育
て
た
覚
え
は
無
い
も
の
の
、

何
か
違
和
感
を
抱
い
て
し
ま
い

ま
す
。

　

自
分
の
娘
の
相
手
に
は
家
庭

的
な
男
性
を
求
め
、
息
子
の
相

手
に
は
家
事
を
し
っ
か
り
や
る

女
性
を
求
め
て
い
る｢

私
」
が

い
ま
す
。
私
自
身
が
夫
の
し
つ

け
を
怠
っ
て
き
た
こ
と
を
棚
に

上
げ
て
、
男
性
は
ど
っ
し
り
と

し
て
い
て
欲
し
い
な
ん
て
、
ど

こ
か
で
思
っ
て
い
た
り
す
る
自

分
が
い
る
の
で
す
。
こ
れ
っ
て

｢

男
女
共
同
参
画
社
会｣

の
妨

げ
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。（
反

省
し
ま
す
）

○
こ
の
コ
ラ
ム
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
感
想
は
、
左
記
ま
で

メ
ー
ル
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

kyoudou@
city.m

oriya.

　

ibaraki.jp
◎
娘
と
息
子
へ
、
こ
の
希
望
の

差
は
…
？

　

嫁
い
だ
娘
が
里
帰
り
し
て
き

ま
し
た
。
伴
侶
も
一
緒
で
す
。

こ
の
彼
は
と
て
も
良
く
家
庭
内

の
仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

親
の
私
か
ら
見
た
ら
娘
よ
り
よ

ほ
ど
良
く
動
き
ま
す
。
娘
に
言

っ
て
や
り
ま
し
た
。｢

あ
な
た
ね

ぇ
〜
、少
し
は
手
伝
っ
た
ら
？
」

と
。
そ
う
し
た
ら
何
と
、｢

実
家

に
帰
っ
て
き
た
時
ぐ
ら
い
ゆ
っ

く
り
さ
せ
て
よ
〜
。
彼
に
は
そ

う
言
っ
て
あ
る
し
、
そ
う
い
う

約
束
で
一
緒
に
来
た
ん
だ
か

ら
ぁ
〜
」
で
す
っ
て
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
息
子
夫
婦

も
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
結
婚
す

る
前
は
父
親
似
な
の
か
家
庭
内

の
こ
と
に
は
手
も
口
も
出
さ
な

い
し
、
食
事
の
支
度
な
ど
は
進

ん
で
や
る
息
子
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
彼
女
の
し
つ
け
が

良
い
の
で
し
ょ
う
か
、
こ
れ
ま

た
、
良
く
動
く
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
動
か
な
い
の
は
娘

と
息
子
の
父
親
だ
け
で
す
。
二

人
の
男
性
た
ち
が
食
事
の
支
度

を
手
伝
っ
て
く
れ
て
、
仕
事
は

国際交流員
ヨークさんの

ち
ょ
っ
と
変
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

そ
の
４

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム
（
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

ベルリンでの５月１日ベルリンでの５月１日　　労働者の日労働者の日
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6 月の子育てカレンダー6月の子育てカレンダー ウェブ版 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/
携帯版 http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/

月 火 水 木 金 土 日
1
夢 の・ほ 12時～・
　 み・低ほ

2
夢 講 1日目★

3

4
夢 の 12時まで・に・
　 ほ

5
夢 リ★・の 12時～・
　 ほ・み・守中

6
夢 の・ほ・み・お
ね お母さんのリフレッシュ★

7
夢 ほ・み・お・ま

8予 子育てサークル
夢 の 12時～・ほ・
　 み・低の

9
夢 講 2日目★

10

11
夢 の・ほ

12
夢 の・ほ・み

13
夢 の・ほ・み・お
ね お母さんのリフレッシュ★

14
夢 ほ・み・お・ま

15
夢 の・ほ 12時～・
　 み・低ほ

16
夢 講 3日目★

17

18
夢 ポ☆・の 12時～・ほ
ね 親子活動 0～ 1歳★

19 保 育児健康相談会
夢 の・ほ・み

20
夢 の・ほ・み・お

21
夢 ほ・み・お・ま

22 予 広場 7月分
　（夢っ子・ねっこ）
夢 の・ほ・み 12
　 時～・低み

23 24

25
夢 の・ほ・北
ね 親子活動 1～ 3歳★

26
夢 の・ほ・み

27
夢 の・ほ・み・お
（全広場12時まで）

28
夢 ほ・み・お・ま

29
夢 の・ほ・み

30

予　予約開始日　10:00 ～　広場：夢っ子・ねっこ／子育てサークル：夢っ子（☎ 48－8804）
ね　ねっこ（まつやま保育園　☎ 45-8828）　　　保　保健センター（☎ 48-6000）

　親子活動　9:30 ～　★要予約
　お母さんのリフレッシュ　9:45 ～　★要予約
夢　地域子育て支援センター ・夢っ子（☎ 45-2462）

　の　夢っ子ひろばのぎさき（地域子育て支援センター）　9:30 ～ 15:30
　　リ　リトミック　10:00 ～・11:00 ～　★要予約
　　に　にこにこ相談　13:00 ～ 15:00
　　ポ　ぽかぽか子育て教室　10:00 ～ 12:00　☆事前に問い合わせ
　　講　赤ちゃん体操　10:00 ～ 11:30　★要予約
　ほ　夢っ子ひろばほくえん（北園保育所集会室）　10:00 ～ 15:00
　み　夢っ子ひろばみずきの（郷州小学校）　10:00 ～ 15:00
　お　夢っ子ひろばおおがしわ（大柏生活改善センター）　10:00 ～ 15:00
　守中　出前広場守中（守谷中学校）　10:00 ～ 12:00
　北　出前広場北守谷（北守谷公民館ホール）　10:00 ～ 14:00
　ま　出前広場まなび（もりや学びの里地域活動室）　10:00 ～ 12:00
　低　低年齢の広場〔１歳の誕生日まで〕
　　　（のぎさき／ほくえん／みずきの）12:00 まで
○北守谷児童センター「キ ・ ターレ」（☎ 45-2278）　10:00 ～ 17:00
　 http://www.moriya-koryuplaza.jp/index.php?id=4
○南守谷児童センター「ミ ・ ナーデ」（☎ 21-1224）　10:00 ～ 17:00
　 http://members3.jcom.home.ne.jp/minaade/

0 予定は変更される場合

があります。

詳細は各事業所へお問

い合わせください。

子育て情報は、支援セ

ンター発行の『お便り』

（各広場や市役所・公

民館などで取得）や、

ホームページで見るこ

とができます。

■虐待相談通報窓口　市役所児童福祉課　月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－1111　内線 157
■家庭児童相談室　　市民交流プラザ内　月～金曜日　8:30 ～ 17:00　☎ 45－2314
　＊子どもの言葉・発達・成長などさまざまな相談に応じます。
　＊出張相談 … 南守谷児童センター　10：00 ～ 12：00　5月 24 日㈭、6月 8日㈮・28日㈭
■育児相談　※メール相談は随時受付

地域子育て
支援センター・夢っ子 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－2462 土塔中央保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－1876

北園保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－4897
ねっこ

まつやま保育園 月～金曜日　8:30 ～ 16:00　☎ 45－8828 保健センター 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－6000

・ 地域子育て支援センター 9:30 ～ 16:00

・ まつやま保育園 9:00 ～ 16:00

・ 土塔中央保育所 10:00 ～ 16:00

・ 北園保育所 10:00 ～ 16:00

・ わかばのもり保育園 10:00 ～ 15:00

園
庭
開
放
（
月
～
金
曜
日
）

子子育育てて支支
援援

情情 報報

※広場６月分の予約は、5月 24 日㈭から受付開始
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▼日時　5月 20 日㈰　※雨天中止
　9:00 出発（8:50 集合）～ 14:00（予定）

▼集合場所　大野地区公民館前（大野小学校内）
　※駐車可能

▼参加費　大人 200 円（当日徴収）、子ども無料

▼昼食　各自おにぎり等を持参
　※主催者が豚汁を用意

▼申込方法　住所・氏名・連絡先電話番号を記入
し、ＦＡＸで申し込む

▼申込先　浅川　 48-3501

▼問合先　浅川　 090-8853-8390

　5 月 22 日に東京スカイツリー
がオープンします。日本中が新し
い時代の象徴としてこの開業を見
守っています。天気が良い日は守
谷からも遠望でき、私たちにとっ
ても大変身近な存在です。建設中、
完成時、守谷から望むツリー、初
登ツリーなど、あなたが撮ったス
カイツリーの写真を募集します。
この写真は支援センター内に６月
上旬から約１か月間展示します。
ぜひご応募ください。

▼問合先　市民活動支援センター

　守谷おもちゃ病院は、市内各所でおもちゃ
の修理を行っています。新年度の取り組み
の一つで、土・日曜日の病院開設が企画さ
れ、試験的に実施することになりました。
大勢の子どもたちの参加を期待しています。
①高野公民館　5月 20 日㈰ 10:00 ～ 12:00
②郷州公民館　6月 10 日㈰ 10:00 ～ 12:00
③北守谷公民館（開催日未定）
☆開催日を変更することがあります。

▼連絡先　金高　☎ 45-2758

　みんなで楽しく作って、イベントでパレードしよう！

▼日時　※参加できる日だけで ok！
① 6月 2 日㈯ 13:00 ～ 17:00　② 6月 7 日㈭ 10:00 ～ 13:00
③ 6月 9 日㈯ 13:00 ～ 16:00　④ 6月 14 日㈭ 10:00 ～ 13:00
⑤ 6月 16 日㈯ 13:00 ～ 17:00　⑥ 6月 30 日㈯ 13:00 ～ 17:00
⑦ 7月 5 日㈭ 10:00 ～ 13:00　⑧ 7月 7 日㈯ 13:00 ～ 17:00
⑨ 7月 12 日㈭ 10:00 ～ 13:00　⑩ 7月 14 日㈯ 13:00 ～ 17:00
⑪ 7月 21 日㈯ 13:00 ～ 17:00

▼会場　市民活動支援センター会議室

▼持ち物　ダンボール紙、カッター、定規、
カッティングボード

▼主催　守谷城保勝会

▼申込・問合先　市民活動支援センター

　4月 15 日㈰、支援センター会議室
において第３回市民活動連絡協議会・
総会が開催され、42 団体 45 人が参
加しました。この協議会は、支援セン
ターに登録している団体が自主的に団
体間の交流や情報交換などをすること
を目的に作られたものです。今回の会
議では、「MOCOフェスタ 2012」へ
の協力についてなどが話し合われ、和
気藹

あいあい

々の交流が図られました。

▼ウオーキングコース
①大野地区公民館・大野小学校出発～
②四季の里公園～　③大圓寺～　④大野揚水機場～
⑤いこいの郷　常総（旧白寿荘）～
⑥昼食（堤防または運動公園）～
⑦大野川～　⑧大野地区公民館・大野小学校解散
☆全行程 10km程度（約３時間半）です。
☆コースは、一部変更になる場合がありますので
ご了承ください。

☆ 4月オープンの「いこいの郷　常総」もぜひご
覧ください。

主催：大野地区公民館（館長　高
たかはし

橋甚
じんいちろう

一郎氏）
共催：ふるさと大野を語る会（会長　古

ふ る や

谷利
としかず

一氏）春うらら・ふるさと大野ウオーキング

写真募集！スカイツリー

おもちゃ病院の開催案内

ダンボールダンボール鎧鎧
よろ いよ ろ い

・・兜兜
かぶ とか ぶ と

制作教室制作教室

市民活動連絡協議会・総会
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◎
少
年
男
子
の
部
５
位

◎
13

－

14
歳
の
部
３
位

◎
オ
ー
プ
ン
の
部
４
位

◎
11
歳

－

12
歳
の
部

◎
10
歳
以
下
の
部

◎
カ
デ
ッ
ト
の
部
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

◎
カ
デ
ッ
ト
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

◎
ホ
ー
プ
ス
の
部

　

小
林
沙
紀
さ
ん
（
黒
内
小
６
）

◎
カ
ブ
の
部

◎
日
本
代
表

◎
３
位

　

竹
重
茉
里
さ
ん
（
御
所
ケ
丘

　

在
住
）

◎
第
３
位

第
20
回
全
国
小
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

平
成
23
年
度
全
日
本

卓
球
選
手
権
大
会

平
成
23
年
度
第
66
回
国
民
体
育
大
会

ハ

ン

ド

ボ

ー

ル

競

技

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
２
０
１
２

都
道
府
県
対
抗
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

平
成
23
年
度
文
部
科
学
大
臣
旗

争
奪　

は
ま
な
す
杯
第
６
回

全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会

平
成
23
年
度
第
63
回

全
日
本
総
合
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

選

手

権

大

会

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｎ　

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ　

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ　

２
０
１
２

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
２
０
１
１　

平
成
23

年
度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

水
球
ワ
ー
ル
ド
リ
ー
グ
２
０
１
１

ア
ジ
ア
大
洋
州
ラ
ウ
ン
ド

会
あ い だ

田健
け ん ご

吾さん
（藤代紫水高３）

今
こ ん の

野辰
たつひこ

彦さん
（藤代紫水高３）

渡
わたなべ

邉大
た い き

貴さん
（藤代紫水高３）

今
こ ん の

野利
としひこ

彦さん
（藤代紫水高１）

相
あいざわ

澤祐
ゆ う た

太さん
（藤代紫水高１）

金
かなざわ

沢壮
そ う き

樹さん
（守谷小２）

小
こばやし

林未
み く

来さん
（土浦日大中等教育２）

小
こばやし

林沙
さ き

紀さん
（黒内小６）

小
こばやし

林竜
た つ や

也さん
（黒内小３）

貝
かいつか

塚菜
な な か

々果さん
（取手二中１）

竹
たけしげ

重茉
ま り

里さん
（御所ケ丘在住）

加
か と う

藤秀
ひでかず

和さん
（日本体育大４）

会
あ い だ

田亮
りょうすけ

祐さん
（日本体育大３）

渡
わたなべ

辺明
あ す か

日香さん
（郷州小５）

星
ほし

文
ふ み や

也さん
（藤代紫水高３）

髙
た か ぎ

木裕
ゆ み

美さん
（大野小６）

土
つ ち や

屋志
し え り

絵莉さん
（御所ケ丘中２）

淀
よど

千
ち は る

春さん
（大井沢小６）

　市では、県の代表として全国大会以上の競技会・コンクール等に出場・参加し、上位入賞した方な
どに奨励金を交付しています。交付の対象となる大会などは、「守谷市スポーツ・文化振興奨励金交
付要綱」で定められています。詳細は市ホームページをご覧いただくか、市役所生涯学習課までお問
い合わせください（内線 276 ～ 279）。

※掲載している学年は、大会当時

世 界 大 会世 界 大 会
全 国 大 会全 国 大 会 出場者紹介出場者紹介
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市
の
伝
統
の
唄
や
踊
り
、
民

謡
、
琴
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
23
日
㈯
開
講
式
、

６
月
30
日
㈯
、
７
月
７
日
㈯
・

８
日
㈰
芸
能
大
会
、
８
月
18
日

㈯
、
９
月
29
日
㈯
、
10
月
13
日

㈯
・
27
日
㈯
、
11
月
10
日
㈯
・

11
日
㈰
・
17
日
㈯
・
23
日
（
金
・

祝
）
芸
能
祭
、
12
月
１
日
㈯
、

平
成
25
年
１
月
19
日
㈯
、
２
月

16
日
㈯
・
23
日
㈯
、
３
月
９
日

㈯
成
果
発
表
会
／
午
前
11
時
〜

正
午
（
全
17
回
）
▼
会
場　

北

守
谷
公
民
館
（
６
月
〜
９
月
）、

中
央
公
民
館
（
10
月
〜
３
月
）

▼
対
象　

幼
児
か
ら
小
学
生

※
幼
児
の
場
合
は
保
護
者
同
伴

▼
参
加
費　

１
２
０
０
円
（
保

険
料
８
０
０
円
・
教
材
費
４
０

０
円
）
▼
講
師　

市
文
化
協
会

講
師
▼
持
参
品　

足
袋
、
浴
衣
、

半
幅
帯
▼
申
込
方
法　

６
月
15

日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

樋
口　

☎　

46
・
２
２
６
８　

入
江　

☎　

48
・
０
４
４
９

▼日時　6月 2日㈯、3日㈰、9日㈯、10日㈰
10:00 ～ 16:30

▼内容　トールペイント、編み物、絵手紙、フラワー
アレンジメント、パッチワーク、ボールペン
字、和紙ちぎり絵、押し花、染色など

▼日時　6月 2日㈯、 3日㈰ 10:00 ～
6月 9日㈯、10日㈰ 10:30 ～

▼内容　舞踊、ミュージカル、フルートアンサンブル、
ブラスアンサンブル、アンサンブルオーケス
トラ、合唱、オカリナ、唱歌、ハーモニカ、
社交ダンス、フラダンス、リズム体操、朗読、
琴、太極拳、歌謡曲など

▼ 日時　6月 2 日㈯ 13:30 ～「ダブルダッチ」公開
演技　～世界チャンピオンチームが来ます～
3日㈰ 10:00 ～「いきいきヘルス体操」
3日㈰ 11:00 ～「大人のぬり絵体験学習」
9日㈯ 10:30 ～「親子でどうぶつパンをつくろう」
10日㈰ 14:30～ [ いざ ]という時の防災教室

※当日自由参加。ただし「親子でどうぶつパンをつく
ろう」の参加者は、「ダブルダッチ」・「いきいきヘ
ルス体操」・「大人のぬり絵体験学習」に参加した方
の中から抽選で 12組とします

▼問合先　高野公民館　☎ 45-5411
※駐車場に限りがありますので、徒歩・自転車等でご
来場ください

　守谷で活動するアマチュアオーケストラ
MEOの定期演奏会です。今回は、指揮者
に新星日響の首席ホルン奏者を務められ、
現在は東京室内管弦楽団ホルン奏者とし
て、また、多くの学生・社会人オーケスト
ラの指導者として活躍されている河

こ う の

野肇
はじめ

さ
んをお迎えした演奏会です。「遠き山に日
は落ちて～♪」でなじみ深い “新世界より ”
を演奏します。
　入場無料、全席自由です。皆さんのご来
場を、団員一同心からお待ちしています。

▼日時
6 月 24 日㈰
13:30 開場　14:00 開演～ 16:00

▼会場
ノバホール（TXつくば駅下車徒歩 5分）
入場無料（全席自由）

▼指揮　河野　肇

▼オーケストラ演奏
守谷アンサンブルオーケストラ

▼曲目
●ドボルザーク作曲：交響曲第 9番
　ホ短調作品 95「新世界より」
●ワーグナー作曲：楽劇「ニュルンベル
クのマイスタージンガー」より

　第 1幕への前奏曲
●ビゼー作曲：「カルメン」組曲

▼問合先
守谷アンサンブルオーケストラ事務局
相馬　☎ 45-2933

▼ホームページ
http://orchestra.musicinfo.co.jp/~meo/

作品展作品展

発表会発表会

地域ふれあい「特別企画」地域ふれあい「特別企画」

市
文
化
協
会
主
催

市
文
化
協
会
主
催

伝
統
文
化
保
存
会
こ
ど
も
教
室

伝
統
文
化
保
存
会
こ
ど
も
教
室

  

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

高野公民館地域ふれあいまつり

守谷守谷
アンサンブルオーケストラ

（MEO）（MEO）

主催：第2回高野公民館地域ふれあいまつり実行委員会

第
２
回

第14回定期演奏会

ケケ
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◎
第
一
回
盆
養
菊

▼
日
時　

５
月
20
日
㈰
午
前
９

時
〜
11
時

◎
第
二
回
だ
る
ま
苗

▼
日
時　

６
月
24
日
㈰
午
前
９

時
〜
11
時

▼
会
場　
北
守
谷
公
民
館
駐
輪
場

▼
問
合
先　

市
文
化
協
会
園
芸

部
会　

高
橋　

☎
48
・
２
５
２

５ ▼
期
間　

Ⅰ
期　

６
月
４
日
㈪

〜
10
日
㈰
／
Ⅱ
期　

６
月
11
日

㈪
〜
17
日
㈰
※
13
日
㈬
は
休
館

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
※
10
日
㈰
、
17
日
㈰
は
午
前

９
時
〜
正
午
▼
会
場　

北
守
谷

公
民
館
▼
内
容　

日
本
画
、
洋

画
、
写
真
、
陶
芸
な
ど
▼
主
催

市
文
化
協
会
展
示
部
会

▼
問
合
先

霜
多　

☎
45
・
７
９
２
１

としょかんへいこう！

◆資料の検索はホームページから（パスワード登録すると、予約・貸出状況の照会や予約申込もできます）
http://www.lib.moriya.ibaraki.jp/ https://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp/

５月の児童テーマ『ね　ず　み』

パソコン 携帯電話

休　館　日　　毎週月曜日
5/24 ㈭～ 31㈭は特別整理期間のため休館・休室

開館時間　　中央図書館　　　10：00～ 18：00　※木曜日は、13：00～ 18：00
　　　　　　各公民館図書室　 9：30～ 16：30

5･6 月5･6 月

　中央図書館、郷州・高野・北守谷公民館、文化
会館入口横、保健センター入口横に設置している
ブックポストをご利用ください。
　ただし、ブックポストに返却できるのは、本の
みです。本以外の資料については破損する恐れが
ありますので、6月 1日㈮以降、直接カウンター
に返却ください。

　自宅や職場に返却期日が過ぎている資料があり
ましたら早めにご返却ください。
　返却期日から１か月以上経過した資料をお持ち
の方は、新たに資料を借りられなくなることがあ
ります。
　不明な点がありましたら、職員までお尋ねくだ
さい。

図 書 館 か ら の お し ら せ図 書 館 か ら の お し ら せ

お は な し 会 に お い で よ ！お は な し 会 に お い で よ ！

▲

日時　5/11 ㈮・12 ㈯・16㈬・20㈰・22㈫、6/5 ㈫・8㈮・9㈯　11:00 ～
※日時は変更になる場合があります　　
※ 5/20 ㈰のみ 14:00 ～▲

会場　中央図書館　１階　おはなしのへや
※ 5/22 ㈫は、赤ちゃん向けのおひざでだっこおはなし会（３階　視聴覚室）

　5月 24 日㈭から 31 日㈭まで、中央図書館およ
び各公民館図書室は、蔵書点検作業のため特別整
理期間として休館になります。休館中は、利用者
の皆さんが図書館を快適に利用できるよう、図書
館の全資料について状態や所在を一点ずつ点検す
る、いわゆる「棚卸し」にあたる作業のほか、普
段はできない資料の大規模な移動や館内の修繕な
どを行います。
　利用者の皆さんには、大変ご迷惑をお掛けしま
すが、ご理解とご協力をお願いします。

　5月10日㈭から23日㈬までに貸し出す資料は、
貸出期限が通常よりも長くなります。詳しくは、
館内掲示または図書館のホームページをご覧くだ
さい。

蔵書点検に伴う休館

貸出期間の延長

休館中の返却

返却し忘れている本はありませんか

菊
友
会
か
ら

菊
友
会
か
ら

菊
苗
配
布
の
お
知
ら
せ

菊
苗
配
布
の
お
知
ら
せ

市
文
化
協
会
主
催

市
文
化
協
会
主
催

第第
2626
回
ふ
れ
あ
い
美
術
展

回
ふ
れ
あ
い
美
術
展
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みの減量に一役
第 3回もったいない市（3月 31日）

　3回目となる「もったいない市」が市役所駐車
場で開催され、今回も多くの方が参加しました。
皆さん、真剣に展示品を見定めて、職員に対して
熱心に質問していました。この催しはごみの減量
やリサイクルの啓発につながりました。

ごご

1010

市市 民の学びの場の開校に向けて
もりや市民大学準備委員会設立（3月 13日）

　協働のまちづくり担い手育成を目的とした「も
りや市民大学」の準備委員会を３月 13 日に設立
しました。これは、市民提案型協働事業の一環と
して進めているものです。３月 23 日には委員の
皆さんがうらやす市民大学学長の古

こ ざ い

在豊
と よ き

樹氏の講
演会に参加して、市民大学の運営等について学び
ました。もりや市民大学は今秋開講予定です。

周年！
守谷市市制施行 10周年記念式典（4月 8日）

　市制施行 10 周年を
祝し、市民の皆さんを
中心とした実行委員会
主催の式典を中央公民
館ホールで開催しまし
た。 当 日 は、115 人
の市制施行 10 周年記
念大合唱団による心の
ふるさとの合唱や市制
施行の年に誕生した小
学４年生の絵画・作文
コンクール入選入賞者
表彰および発表等を行
い、式典に花を添えま
した。
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をつなぐために
区長業務説明会（4月 21日）

　地域の課題を洗い出し、市とのパイプ役として
活躍している区長の皆さんへの説明会を開催しま
した。会場では各区長に委嘱状を交付し、市政に
ついての意見交換が行われました。住みよさ日本
一のまちを目指して、ご協力をお願いします。

絆絆

新新 しい発見はあったかな？
春の自然観察会（4月 7日）

かか わいい警察署長が来庁
一日警察署長の市長表敬訪問（4月 5日）

　小学1年生の平
ひらばやし

林潤
じゅんや

也さん（高野小学校）と岡
おか

田
だ

由
ゆ い

衣さん（松ケ丘小学校）が一日警察署長とし
て市長を表敬訪問しました。かわいい警察署長さ
んは市長に「交通事故をこれからも減らすように
してください。」とお願いをしました。

　北園森林公園から同地地区にかけての自然の中
で、タチツボスミレやゴマダラチョウの幼虫、オ
オタカ、サシバ、ノスリなど、さまざまな植物や
動物を観察しました。参加した 31 人は先生の指
導のもと、熱心にメモを取り、双眼鏡をのぞきこ
んで楽しみながら守谷の自然を学んでいました。

　桜は満開でしたが、寒さが残る朝に、市民交流
プラザ前と守谷高西交差点で 130 人の参加をい
ただき、交通安全街頭キャンペーンを実施しまし
た。（協力：取手警察署、取手地区交通安全協会、
交通指導隊、交通安全母の会、守谷高等学校、市
ボランティア協会、守谷の交通ルールを守る会、
㈱明治守谷工場、市地域省エネルギー対策実行委
員会）

交交 通事故死ゼロを目指して
春の全国交通安全運動（4月 6日）

●まちの話題を写真記事でお届けします
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申 込 日 収 集 日

日
大井沢地区
大野地区
高野、乙子、南守谷地区
原、原本町、北園
小山、奥山新田、奥山本田、
辰新田、同地、赤法花

区　　　分

守 谷 市 役 所 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/
発行者　守谷市長　 会 田　真 一
編 集 守谷市役所総務部秘書課

〒302-0198　守谷市大柏950-1
0297-45-1111（代表）

市のさまざまな情報をメールで配信

◆主な内容◆
・イベント情報
・防犯 ･防災情報
・火災発生情報
・選挙情報

メールもりや

http://mm.city.moriya.ibaraki.jp/mobile/

２
０
１
２
年
５
月
10
日
発
行　

広
報
も
り
や
第
５
７
５
号

５月の納期

６月のし尿収集日

・・軽自動車税……………全期
・・上下水道使用料…３・４月分

4 5 6
11 12 13
15 18 19
21 22 ―
25 26 ―
28 29 ―

平成 24年４月 25日現在

世　帯 23,670戸（＋128戸）
人　口 62,891人 （＋25人）
　男　 31,843人 （＋26人）
　女　 31,048人 （－ 1人）
昨年同月人口　　 62,798人     

取手医師会病院（小児科除く）

JAとりで総合医療センター（小児科:水曜日除く）

総合守谷第一病院（小児科 : 水曜日）

 ０２９７－７８－６１１１

 ０２９７－７４－５５５１

 ４５－５１１１

前月比

※問合先のＧはグループの略表記

５/ 7 ～５/11   ５/30
５/21 ～５/25 ６/13
６/11 ～６/15   ６/27

　４月１日からごみ・資源の分別方法が変わりました。まだ、戸惑っ
ている方もいると思います。これまでに問い合わせの多かった質問
を紹介しますので、分別の参考にしてください。

●問合先　市役所生活環境課　内線 142

できることから始めよう！

Ｑ　これまでの指定袋は使えないの？
Ａ　これからも使えます。ちなみに「空き缶」の指定袋は「ペッ
トボトル」や「プラスチック製容器包装」を出すときに使うこ
とができます。その際は、マジックなどで「ペットボトル」「プ
ラ容器」と袋に書いてください。
Ｑ　「プラスチック製容器包装」の収集日が月２回では少ない。
　週１回の「不燃ごみ」と収集日を交換すべきでは？
Ａ　これまで「不燃ごみ」として出されていたものの中に占めるプ
ラスチック製品の割合は約６割（平成 23年度組成分析調査）で
したが、この全てが「プラスチック製容器包装」として回収で
きるわけではありません。「プラスチック製容器包装」の回収は、
基本的に “リサイクルを前提とした資源回収 ”です。プラマーク
対象品目のみ（一部例外あり）を、水洗いなどで汚れを落として
から出していただきます。汚れたままのものや洗っても汚れの取
れないもの、プラスチック製品本体は、これまで同様「不燃ごみ」
として出すことになります（資源物専用袋で排出されたもので
あっても、分別が不十分なものや汚れ等があってリサイクルに適
さないものは「不燃ごみ」として回収）。汚れ物でもある「不燃
ごみ」の回収は、衛生面も考えますと、やはり週１回の収集が必
要と考えるところです。市では、皆さんの資源物に対する取り組
み意識が大変高くなっている状況や、資源としての分別回収をさ
らに促進させていく意味からも、「プラスチック製容器包装」の
回収日を増やすことについて、現在、常総環境センターや構成市
と協議・調整を進めている状況ですのでご理解をお願いします。
Ｑ　これまで粗大ごみ扱いだった小型家電は、指定袋に入る大き
さであれば「不燃ごみ」で出してもいいの？
Ａ　指定袋に入る大きさで、袋の結び手部を縛ることができるの
であれば、「不燃ごみ」として回収します。

？ ごみの出し方質問箱 （総  集  編）

◎広報もりや掲載「ごみの出し方質問箱」バックナンバー　
平成23年 10月 25日号 p.1、平成 24年 1月 10日号 p.24、
1月 25日号 p.6、3月 10日号 p.24、3月 25日号 p.1

詳しく教えて！　
新しいごみ・資源の出し方


